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エ コマークは (財)日本環境協会が自主的に運営し ている事

業です。エコマークの活動予算は、すべて認定企業の皆様か

らのエ コマーク使用料および商品認定申込者の皆様からの

商品認定審査料でまかなわれています。 「エコマークニュー

ス」 では、 「エコマーク事業実施要領」 に基づき、 エコマーク

事業に関する情報を提供し ています。

認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、お知らせいた し ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１２３

建築製品 （内装工事関係用資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８」 【分類D ： ユニ ッ ト

およびその他の工事用資材／D-５ : 高速シー ト シ ャ ッ ター】

（適用範囲の拡大）

２０１０ 年 ７ 月 １ 日 ２０１７ 年１２月３１日

１４４ 革製衣料品 ・ 手袋 ・ ベル ト Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０ （新基準） ２０１０ 年 ７ 月 １ 日 ２０１７ 年 ６ 月３０日

１４５ プロ ジェ ク タ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０ （新基準） ２０１０ 年 ７ 月 １ 日 ２０１７ 年 ６ 月３０日

■商品類型 Ｎｏ.１２３ 「建築製品 （内装工事関係用資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８」 Ｄ-５ ： 高速シート シャッ ター

〈認定基準制定の背景〉

　 高速シー ト シ ャ ッ ターは、 主に産業用と し て工場 ・

倉庫などで建築物内外の開口部に設置され、 シー ト 部

分が高速高頻度で上下に開閉するシ ャ ッ ターです。 工

場 ・ 倉庫の外部面には鋼製シ ャ ッ ターが設置されてい

ますが、 開閉速度が遅 く 開け放し と な る こ と が多いた

め、 開口部の冷暖房エネルギーのロ スが生じ ます。 高

速シー ト シ ャ ッ ターは、 高速で開閉するために常時開

放する こ と がな く 、 気密性を保ち、 屋内からのエネル

ギーの流出を低減する こ と で、 空調等の省エネに寄与

し ます。 これら の観点から、 建築製品認定基準の新た

な分類と し て追加し ま し た。

■商品類型 Ｎｏ.１４４ 「革製衣料品 ・ 手袋 ・ ベルト Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」

　 エコ マーク において衣料品は、 １９９２ 年よ り 繊維製

の も のを対象 と し て商品類型を設定し、 実績があ り 、

かつ認定商品数も多い分野の一つです。 しかしながら、

革製の衣料品については、 皮革の環境負荷を評価する

基準が整備されていなかった こ と から、 これまで認定

の対象外 と な っ てい ま し た。 そ こ で、 エ コ マー ク で

は、 消費者に と って身近な革製衣料品を対象と し て と

り あげ、 環境に配慮された材料で製造され、 かつ長期

使用の促進によ り 廃棄物の削減にもつながる基準を策

定する こ と と し ま し た。

■商品類型 Ｎｏ.１４５ 「プロジェク タ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」

　 プロ ジェ ク タは近年、 ビジネス市場で活用される領

域が増え、 消費者向け と し て も ホームシア ターなどの

用途で利用が進んでいますが、 省エネ ラベ リ ング制度

やグ リ ーン購入法など国内の規格や法令等の対象と な

っていないため、 省エネ性能等の環境基準が設定され

ていません。 エコマーク において、 消費電力や水銀ラ

ンプの回収に関する基準など、 資源採取から廃棄、 リ

サイ クルにわたる基準を策定する こ と で、 製品の環境

配慮を促進させ、 製品のラ イ フサイ クル全体の環境負

荷低減を進める こ と を目的と し て制定し ま し た。
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委員会報告

基準審議委員会 （第 １ 回）

　 第１ 回基準審議委員会＊が ２０１０年 ６月２８ 日に開催

されま し た。 審議 ・ 報告事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．　エコマーク商品類型 （認定基準） 案について

　 （１） 「まほ う びん Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 （Ｐ.２ 参照）

２．エコ マーク商品類型 （認定基準） の軽微な改定につ

いて （Ｐ.２ 参照）

　 （１） Ｎｏ.１１２ 「文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１１」

　 （２） Ｎｏ.１４０ 「詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒ-

ｓｉｏｎ１.３」

〈報告事項〉

３．エコマーク商品類型の基準策定状況について

　 （１） 新規商品類型 「自動車保険」

４．エコマーク商品類型の制定について （Ｐ.１ 参照）

　 （１） Ｎｏ.１２３ 「建築製品 （内装工事関係用資材） Ｖｅｒ-

ｓｉｏｎ２.８」 Ｄ ： ユニ ッ ト およびその他の工事用資

材／Ｄ-５ ： 高速シー ト シ ャ ッ ター

　 （２） Ｎｏ.１４４ 「革製衣料品 ・ 手袋 ・ ベル ト Ｖｅｒｓｉｏｎ

１.０」

　 （３） Ｎｏ.１４５ 「プロ ジェ ク タ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏｎｅｗｓ.

ｈｔｍｌ#ｂ８１） をご覧 く ださい。

＊エコマーク委員会制度について

　 基準審議委員会は、 ２０１０ 年 ４ 月の委員会制度一部

改正によ り 新し く 設置された委員会のひ とつです。 新

体制での事業運営が始ま っています （下図参照）。

運営体制の詳細　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｕｎｅｉ.ｈｔｍｌ

◆改定点の詳細については、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏｎｅｗｓ.ｈｔｍｌ#ｎｏ８１_２） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定日 改定のポイ ン ト

１１２ 文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１１ ２０１０ 年 ７ 月 １ 日
窓付き封筒の窓部に、 分別が可能な構造であれば再

生プラ スチッ ク フ ィ ルムの使用も認める内容に変更

１４０
詰め替え容器・省資源型の容器

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.３
２０１０ 年 ７ 月 １ 日

紙製容器の重量基準をプラ スチッ ク製容器と は別に

設定

認定基準の改定

　 以下の認定基準の軽微な改定を行いま し たので、 お知らせいた し ます （Ｖｅｒｓｉｏｎ は改定前のもの）。

認定基準案の公表およびパブリ ッ ク コ メ ン トの受付

　 以下の認定基準案の公表およびパブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付を行っていますので、 お知らせいたし ます。

◆認定基準案、 パブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ２.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 公表期間 （３０ 日間）

新規 まほ う びん Ｖｅｒｓｉｏｎ １.０ ２０１０ 年 ７ 月 １ 日～２０１０ 年 ７ 月 ３０ 日

(財)日本環境協会

エコマーク事務局

運営委員会

予算、事業計画

実施要領等

審査委員会

商品の認定審査

企画戦略委員会

商品類型選定

普及促進戦略

基準策定委員会

商品分野別の認定

基準案の策定

基準審議委員会

認定基準案の

精査 ・ 検証

エコマーク事業の運営体制
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新 認定商品のご紹介

エコマーク認定のグラスが登場

――外食チェーンがウイスキーびんの再生ガラスを使用し開発、 店舗で導入

　 外食チェーンを展開する (株) プロ ン ト コーポレーシ

ョ ンでは、 店舗で発生する ウ イ スキーの空きびんを再

生利用したグラ ス を開発し 、 カフェ＆バー 「プロン ト 」

の店舗で再び利用する取 り 組みを進めています。 この

「プロ ン ト  エコ グ ラ ス」 が、 商品類型 Ｎｏ.１２８ 「日用

品」 において、 このほどエコマーク の認定を取得し ま

し た （認定番号 ０９ １２８ ０３５）。

●キャンペーンの象徴と して 「エコグラス」 を開発

　 プロ ン ト コーポレーシ ョ ンでは、 ２００９年１２月に東

京本社 ・ 西日本支社 ・ チェーン ２０１店舗を対象に ＩＳＯ

１４００１ の認証を取得。 こ れを受けてチェーン全体で

環境活動を推進し てい く ために、 ２０１０ 年よ り 「プロ

ン ト ・ ラブ ・ グ リ ーン」 キ ャ ンペーンを ス ター ト させ

ま し た。

 本キ ャ ンペーンでは、 産地や製法など環境に配慮し

た食材 ・ 素材を使った メ ニ ューを提供する と と も に、

対象 メ ニューの売上の一部を環境緑化活動に寄付する

などの取 り 組みを行っています。

　 同社ではキ ャ ンペーンの実施にあた り 、 昨今の 「ハ

イボール」 人気で使用量が増加し ているサン ト リ ーウ

イ ス キー 「角瓶」 に着目し、 象徴 と な る製品 と し て、

空きびんを再生利用し た リ サイ クルグ ラ スの開発 ・ 導

入の可能性について検討を行いま し た。 東洋佐々木ガ

ラ ス(株) の協力を得て製品の開発を進め る と と も に、

エコマーク の認定に取 り 組み、 すべての基準を ク リ ア

し認定取得にいた り ま し た。

●環境配慮と品質の両立

「プロン ト エコグラ ス」 の

開発にあたっては、 い く つ

かのハー ド ルを ク リ アする

必要があ り ま し た。

　 ウ イ ス キーはグ ラ スの飲

み口の形状 ・ 薄さ によ って

味の感じ方が大き く 変わ り

ます。 再生ガラ ス素材を用いる こ とや一般製品と の製

法の違いなどから、 口部を望ま しい薄さにするのは容

易ではな く 、 ３ 人の東京都伝統工芸士を含む熟練ガ ラ

ス職人の協力を得て、１.５ｍｍの薄さを実現する こ と に

成功し ま し た。

「プロ ン ト  エコ グ ラ ス」 は、 「プロ ン ト 」 のブラ ン ド

カ ラーであ り キ ャ ンペーンのシンボルカ ラーで も あ る

緑色を し ていますが、 素材の含有物質等に関する認定

基準を ク リ ア し ながら緑の色合いを出すために、 酸化

鉄を混ぜるなどの工夫を し ま し た。

　 また、 業務用に使用される製品であ るため、 再生素

材を使用し たグ ラ ス と し て食品衛生法の基準を ク リ ア

する こ と、 ハード ユースにも耐え う る強度を確保する

こ と など、 環境配慮と品質の確保を両立させるための

努力を重ね、 製品化を実現し ま し た。

●飲食を通じ て環境活動を促進

　 全国の 「プロ ン ト 」 １５１店舗では２０１０年５月よ り 、

シングルモル ト ウ イ スキー 「白州１０年」 を使った ド リ

ン ク を 「プロ ン ト  エコ グ ラ ス」 で提供し てお り 、 他の

キ ャ ンペーン メ ニューと同様、 売上の一部が国内の緑

化活動に寄付される仕組みになっています。

　 飲食を通じ て気軽に環境活動に参加でき るため、 キ

ャンペーンの取り組みは顧客から も好評を得ています。

また、 外食チェーンで初めて再生グ ラ ス を自社開発 ・

導入し た こ と、 ウ イ スキーの空きびんを素材と し て使

用し た こ と などから、 外食業界や酒販業界において も

注目を集めています。

　 同社では今後も 「プロ ン ト ・ ラ ブ ・ グ リ ーン」 キ ャ

ンペーンの取 り 組みを充実させ、 環境に配慮し た メ ニ

ューを顧客に提供し てい く と と もに、 店舗で使用する

紙袋、 プラ スチッ ク カ ッ プ、 紙おしぼ り 、 紙ナプキン

の減量化、 店舗の壁面緑化、 ＬＥＤ照明の導入など を進

め、 環境負荷の低減を図ってい く 考えです。

◆「プロ ン ト 」 ウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｐｒｏｎｔｏ.ｃｏ.ｊｐ/

◆「プロ ン ト ・ ラブ ・ グ リ ーン」 キ ャ ンペーンに

関するサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｐｒｏｎｔｏ.ｃｏ.ｊｐ/ｃｏｍｐａｎｙ/ｃｓｒ/

ｐｌｏｖｅｇｒｅｅｎ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ

エコマーク認定の

「プロン ト エコグラス」
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トピックス

ＧＥＮ 役員会に出席しました

５ 月 ７ 日に、 世界エ コ ラベ リ ング ・ ネ ッ ト ワーク ＊

（以下、 ＧＥＮ） 役員会がア イルラ ン ド のダブ リ ンで開

催され、 エコマーク事務局から ＧＥＮ役員およびＧＥＮ

総務事務局担当者が出席し ま し た。

　 会議では、 国際標準化機構 （ＩＳＯ） や国連環境計画

（ＵＮＥＰ） と いった関連の国際機関 と の関係強化を一

層推進し てい く こ と、 現在ＩＳＯ１４０６７ と し て規格化の

検討が行われている カーボンフ ッ ト プ リ ン ト ラベ リ ン

グについて タ イプⅠ環境ラベル機関と し て今後どのよ

う に取 り 組んでい く かなど、 ＧＥＮ の活動内容や運営

について議論が行われま し た。

　 なお、 ２０１０ 年の ＧＥＮ 年次総会は １０ 月末にア メ リ

カ ・ ワシン ト ンで開催される予定です。

＊世界エコ ラベ リ ング ・ ネ ッ ト ワーク

（Ｇｌｏｂａｌ Ｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ Ｎｅｔｗｏｒｋ ； ＧＥＮ）

ＩＳＯ１４０２４　タ イプ Ｉ　環境ラベル制度を運営するエコ ラベ

ル機関 （正会員） と、 エコ ラベルに賛同する一定条件を満

た し た団体であ る準会員によ り 構成さ れる ネ ッ ト ワーク

で、 現在２８団体が加盟。 協力パー ト ナー と し て会員相互

が連携・協力を図る こ と で、 エコ ラベルな らびに認定商品

の国際的な普及を目指し ています。

ＵＲＬ　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｇｌｏｂａｌｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ.ｎｅｔ/

「ド イツ ・ 欧州の最新環境事情セ ミナー」 を開催しました

　 エ コ マーク 事務局では ５ 月 １９ 日、 ド イ ツ在住の環

境規制コ ンサルタ ン ト 、 望月浩二氏によ る 「 ド イ ツ ・

欧州の 新環境事情セ ミ ナー」 を開催し、 ４２名の方に

ご参加いただき ま し た。

　 講演では、 ド イツの環境ラベル 「ブルーエンジェル」

の 新情報、 ド イ ツ ・ 欧州の環境政策や環境規制動向

のほか、 実際に放送されたテレ ビ番組を使った事例紹

介などが行われ、 大変内容の濃いセ ミ ナーと な り ま し

た。

　 エ コ マーク事務局では今回のよ う な機会を通じ て、

今後も ステーク ホルダーの皆様に と って有用な情報の

提供に努めていきたい と思ってお り ます。

ＧＥＮ 役員会の様子

セ ミ ナーの様子


